
佐賀県学校教育ネットワークセキュリティ対策実施計画の取組状況（令和５年度）

実施計画 取組状況

１　無線LAN運用時間帯の見直し 平成２８年度より継続して取組中

２　業務ソフト導入時のセキュリティチェックの強化 平成２９年度契約時にセキュリティ項目等を含めた仕様書に変更し、継続して取組中

３　アカウント（ID、パスワードの管理）の強化 平成２８年度よりシステム側でパスワード条件を設定し、継続して取組中

４　重要アカウントを含む文書類のオフライン管理の徹底 平成２８年度より重要アカウントを配布しないこととし、継続して取組中

５　セキュリティ／システム監査の実施

　　・　教育情報システム外部監査
平成２９年度より引き続き外部監査人に委託して実施
 ※平成２９年度以降は毎年度、教育委員会事務局内の１システムを選定し実施（令和５年度対象：「佐賀県GIGAス
クール運営支援センター（コールセンター）」（教育DX推進グループ））

　　・　全県立学校への内部監査 平成２９年度より継続して取組中

６　関係者（教育委、学校、業者等）による情報共有体制の確立
平成２８年度に関係業者によるメーリングリスト及び会議システムを構築し、継続して取組中
教育情報システムを利用し、学校へ外部で発生した事も含めてセキュリティインシデント等の情報共有を実施

７　セキュリティ文化の確立

　　・　運用ルール集策定及び周知
平成２８年度に運用ルール集を策定し、全県立学校職員に対し研修（ｅラーニング）を実施
※佐賀県情報セキュリティ対策基準（県行政デジタル推進課）の改定内容を踏まえ改定

　　・　県教委職員、教職員向けに研修、ｅラーニング研修を実施
平成２８年度より教職員向けに研修を開始
平成２９年度より全県立学校教職員に対するｅラーニング研修を実施

　　・　教育情報システムを利用し、ヒヤリ・ハット情報を共有
平成２８年度より教育情報システムを利用し「学習系フォルダ内の整理に関する注意喚起」「電子メール利用における
注意喚起」等の情報を発信

　　・　生徒向けに、情報セキュリティを含めた情報モラル教育の充実 平成２９年度より「情報セキュリティ・モラル研修（各学校での取組）」を全県立学校において実施

８　県教委による情報の把握・統制
平成２９年度より、情報システム・セキュリティ担当（令和５年度より、教育DX推進グループ・セキュリティ担当に名称
変更）を設置し、システム運用等を総括

９　デジタルコンテンツのインストール方法の改善 平成２９年度よりセキュリティ担当の許可のもと運用事業者のみが作業可能とし、継続して取組中

10　生徒端末規約の策定 平成２９年度より継続して取組中
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